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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第56期

第１四半期累計期間
第57期

第１四半期累計期間
第56期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 2,010,165 2,250,163 8,834,501

経常利益 (千円) 507,803 698,013 2,484,935

四半期(当期)純利益 (千円) 321,308 468,002 1,421,651

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) 10,361 2,702 21,974

資本金 (千円) 3,887,500 3,887,500 3,887,500

発行済株式総数 (株) 18,700,000 18,700,000 18,700,000

純資産額 (千円) 40,320,952 41,848,489 41,431,710

総資産額 (千円) 45,041,546 48,462,752 48,512,588

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 18.16 26.45 80.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 7.50

自己資本比率 (％) 89.52 86.35 85.40
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ(当社、親会社、関係会社15社)が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、財政状態、経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

特記事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策を背景とした企業収益や雇用環境の改善が

見られ、景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、個人消費は、輸入物価の上昇等から回復のペースは緩慢なも

のでありました。また、海外情勢においては、中国では経済の減速が見え始め、欧州ではギリシャ金融危機を抱

え、これらがわが国経済を下押しするリスクとして存在しております。

当家具・インテリア業界におきましては、個人消費が弱含みなことから本格的回復傾向ではありませんが、僅か

に盛り返す動きが見え始めました。

この結果、売上高は、2,250,163千円(前年同四半期の111.9％)となりました。

一方利益面におきましては、営業利益は、売上高の増加により、666,368千円(前年同四半期の131.6％)となり、

経常利益は、698,013千円(前年同四半期の137.5％)となり、四半期純利益は、468,002千円(前年同四半期の

145.7％)と増益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①家具商品部門

家具商品部門の売上高は、1,011,797千円(前年同四半期の102.6％)と増加し、セグメント損失(営業損失)は、

△24,251千円(前年同四半期はセグメント損失(営業損失)△86,396千円)となりました。

②不動産賃貸部門

不動産賃貸部門の売上高は、1,189,703千円(前年同四半期の121.3％)と増加し、セグメント利益(営業利益)

は、725,558千円(前年同四半期の114.8％)となりました。

③その他

プラスチック成型品の売上高は、48,662千円(前年同四半期の114.1％)と増加し、セグメント利益(営業利益)

は、1,474千円(前年同四半期の114.1％)となりました。
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(2) 財政状態の分析

 (資産)

流動資産は、5,150,374千円となり、前事業年度末に比べ142,328千円の減少となりました。これは主に、売掛

金の減少によるものであります。

固定資産は、43,312,378千円となり、前事業年度末に比べ92,493千円の増加となりました。これは主に、投資

その他の資産の増加によるものであります。

 (負債)

流動負債は、1,480,934千円となり、前事業年度末に比べ489,639千円の減少となりました。これは主に、未払

法人税等の減少によるものであります。

固定負債は、5,133,328千円となり、前事業年度末に比べ23,024千円の増加となりました。これは主に、長期預

り敷金の増加によるものであります。

 (純資産)

純資産は、41,848,489千円となり、前事業年度末に比べ416,778千円の増加となりました。これは主に、利益剰

余金の増加によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4) 研究開発活動

特記事項はありません。

 

(5) 主要な設備

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 57,200,000

計 57,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,700,000 18,700,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 18,700,000 18,700,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月30日 ― 18,700,000 ― 3,887,500 ― 4,947,500
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式        1,006,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式           52,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式       17,601,000 17,601 ―

単元未満株式 普通株式           41,000 ― ―

発行済株式総数 　　　　       18,700,000 ― ―

総株主の議決権 ― 17,601 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成27年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式総数

に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式）      

株式会社光製作所 荒川区東尾久４－７－１ 1,006,000 ― 1,006,000 5.38

(相互保有株式)      

株式会社福島光商事 二本松市渋川字宮前１－１ 4,000 ― 4,000 0.02

株式会社群馬光商事 館林市松原1－22－10 1,000 ― 1,000 0.01

株式会社中央光商事 川口市領家５－１－５ 1,000 ― 1,000 0.01

株式会社千葉光商事 白井市根1777－１ 21,000 ― 21,000 0.11

株式会社新潟光商事 新潟市東区木工新町1066 7,000 ― 7,000 0.04

株式会社長野光商事 上田市秋和問屋町503 6,000 ― 6,000 0.03

株式会社静岡光商事 沼津市足高字尾上191－１ 3,000 ― 3,000 0.02

株式会社名古屋光商事 愛西市雀ヶ森町開田27 7,000 ― 7,000 0.04

株式会社光リビング 足立区小台２－46－１ 2,000 ― 2,000 0.01

計 ― 1,058,000 ― 1,058,000 5.66
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成27年４月１日から平成27年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、永和監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年3月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年6月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,873,401 3,030,335

  受取手形 469,559 418,479

  売掛金 688,140 523,138

  商品 1,068,656 1,057,123

  その他 205,059 131,380

  貸倒引当金 △12,115 △10,083

  流動資産合計 5,292,703 5,150,374

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 15,811,344 15,560,874

   土地 23,404,872 23,514,872

   その他（純額） 893,537 1,032,839

   有形固定資産合計 40,109,754 40,108,586

  無形固定資産 1,088,990 1,088,841

  投資その他の資産   

   投資有価証券 502,570 596,829

   長期貸付金 929,573 979,084

   その他 879,702 789,848

   貸倒引当金 △290,705 △250,812

   投資その他の資産合計 2,021,140 2,114,950

  固定資産合計 43,219,885 43,312,378

 資産合計 48,512,588 48,462,752

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 285,240 240,227

  買掛金 517,920 431,586

  未払法人税等 624,931 200,451

  賞与引当金 16,244 28,208

  その他 526,236 580,460

  流動負債合計 1,970,574 1,480,934

 固定負債   

  退職給付引当金 37,799 24,710

  長期預り敷金 5,072,504 5,108,617

  固定負債合計 5,110,303 5,133,328

 負債合計 7,080,877 6,614,263
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年3月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年6月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,887,500 3,887,500

  資本剰余金 4,947,500 4,947,500

  利益剰余金 32,905,251 33,240,549

  自己株式 △418,455 △419,121

  株主資本合計 41,321,795 41,656,427

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 108,460 172,274

  繰延ヘッジ損益 1,454 19,787

  評価・換算差額等合計 109,914 192,061

 純資産合計 41,431,710 41,848,489

負債純資産合計 48,512,588 48,462,752
 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社光製作所(E02653)

四半期報告書

10/17



(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
  至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
  至 平成27年６月30日)

売上高 2,010,165 2,250,163

売上原価 1,266,815 1,382,206

売上総利益 743,350 867,956

販売費及び一般管理費 236,930 201,587

営業利益 506,420 666,368

営業外収益   

 受取利息 3,096 2,909

 受取配当金 7,675 8,141

 貸倒引当金戻入額 - 21,496

 その他 1,527 1,407

 営業外収益合計 12,299 33,953

営業外費用   

 為替差損 1,769 1,820

 貸倒引当金繰入額 8,948 -

 その他 198 488

 営業外費用合計 10,916 2,309

経常利益 507,803 698,013

特別利益   

 固定資産売却益 - 380

 特別利益合計 - 380

特別損失   

 固定資産売却損 2,579 -

 固定資産除却損 6,886 -

 特別損失合計 9,465 -

税引前四半期純利益 498,337 698,393

法人税、住民税及び事業税 136,591 190,472

法人税等調整額 40,436 39,919

法人税等合計 177,028 230,391

四半期純利益 321,308 468,002
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 196,383千円 273,674千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 132,721 7.50 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

当第１四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 132,704 7.50 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

(持分法損益等)

 

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

関連会社に対する投資の金額 19,100千円 19,100千円

持分法を適用した場合の投資の金額 672,836千円 673,555千円
 

 

 
前第１四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

持分法を適用した場合の投資利益の金額 10,361千円 2,702千円
 

.　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  　

 

報告セグメント(千円)
その他(千円)

(注)
合計(千円)

家具商品部門 不動産賃貸部門 計

売上高      

  外部顧客への売上高 986,307 981,190 1,967,498 42,667 2,010,165

セグメント利益又は損失(△) △86,396 631,962 545,566 1,292 546,859
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントである、プラスチック成型品事業でありま

す。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

  

利益 金額(千円)

報告セグメント計 545,566

「その他」の区分の利益 1,292

全社費用(注) △40,438

四半期損益計算書の営業利益 506,420
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  　

 

報告セグメント(千円)
その他(千円)

(注)
合計(千円)

家具商品部門 不動産賃貸部門 計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,011,797 1,189,703 2,201,500 48,662 2,250,163

セグメント利益又は損失(△) △24,251 725,558 701,306 1,474 702,781
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントである、プラスチック成型品事業でありま

す。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

  

利益 金額(千円)

報告セグメント計 701,306

「その他」の区分の利益 1,474

全社費用(注) △36,412

四半期損益計算書の営業利益 666,368
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 18円16銭 26円45銭

 (算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 321,308 468,002

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 321,308 468,002

普通株式の期中平均株式数(株) 17,695,973 17,693,358
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

当社は、平成27年７月17日開催の取締役会において、不動産賃貸部門の拡充を図る目的で不動産を購入する決議

をいたしました。　

これにより、平成28年３月期第２四半期において、有形固定資産1,644,809千円を計上する見込みです。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月11日

株式会社光製作所

取締役会  御中

永和監査法人
 

 

代表社員  公認会計士   齋   藤   力   夫   印
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   福   島         直   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社光製作

所の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第57期事業年度の第１四半期会計期間(平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社光製作所の平成27年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成27年７月17日開催の取締役会において、不動産を購入する決議

をしている。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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